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「旺い移転の世帯_J
東
日
本
大
震
災
で
住
ま
い
を
移
転
し
た
石
巻
市
の
一
部
世

帯
を
対
象
に
、
神
戸
大
と
東
北
大
の
研
究
者
2
人
が
共
同
で

「
居
場
所
」
の
変
化
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
卜
'

る
。
1
1年
を
経
て
新
し
い
街
の
整
備
が
進
む
中
、
今
の
居
場
—

ヶ

所
や
場
所
へ
の
思
い
入
れ
を
尋
ね
、
心
や
身
体
の
回
復
状
況

・ン

と
の
関
連
を
調
査
。
今
後
想
定
さ
れ
る
巨
大
災
害
に
対
し
、

ァ

よ
り
よ
い
復
興
の
在
り
方
を
考
え
る
。

．

が

調
査
は
、
神
戸
大
都
市
安
全
の
約
1
00
0世
帯
に
調
査
票

大

研
究
セ
ン
タ
ー
の
近
藤
民
代
教
を
配
っ
た
。

‘

t
 

授
（
居
住
環
境
計
画
）
と
、
東
津
波
被
害
を
受
け
た
沿
岸
部

北
大
大
学
院
文
学
研
究
科
の
坂
は
居
住
区
域
が
制
限
さ
れ
、
市

T
T

品
英
唇
助
教
（
災
牢
社
会
闘
空
間
は
大
き
く
姿
を
変
ぇ
東

学
）
が
、

11月
末
か
ら
進
め
て
た
。
調
査
で
は
、
集
会
所
や
公

い

る

。

園

、

店

な

ど

心

が

落

ち

着

く

居

＋

＾

土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
で
場
所
が
ど
こ
な
の
か
震
災
前
と
一

P

元
の
土
地
を
離
れ
て
家
を
再
建
比
較
し
て
質
問
。
被
災
跡
地
に
加
E

し
た
人
や
、
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
さ
れ
た
「
南
浜
津
波
復
興

入
居
者
が
対
象
。
新
市
街
地
の
祈
念
公
園
」
の
一
帯
や
「
み
や

「
新
門
脇
」
と
「
新
蛇
田
南
」
ぎ
東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承

館
」
な
ど
を
今
の
居
場
所
と
感

じ
る
か
も
尋
ね
た
。

住
居
の
移
転
を
テ
ー
マ
に
追

る
い
続
け
て
き
た
近
藤
さ
ん
は

「
住
み
慣
れ
た
場
所
か
ら
切
り

探

，

、

皆

さ

ん

居

場

所

を

失

っ
た
。
そ
れ
を
再
構
築
し
な
い

方
限
り
員
は
な
い
。
幸
せ
と
居

場
所
の
有
無
は
関
係
し
て
い
る

ー・
4

の
で
は
な
い
か
」
と
調
査
の
意

在

叶

汀

。

「

襲

し

た

人

た
ち
そ
れ
ぞ
れ
に
暮
ら
し
の
交

。
、
差
点
、
思
い
の
交
差
点
が
あ
る
。

興

闘
□

し住託日

復
臼
彗

□

1

鰐

直
す
機
会
に
な
る
」
と
期
待
す

る。

震
災
後
、
安
ら
ぐ
居
場
所
は
？
・

回
答
は
21日
に
締
め
切
り
、

4
0
0世
帯
に
配
布
。
関
係
自

匿
名
で
集
計
処
理
し
て
来
年
3

治
体
に
報
告
し
、
よ
り
よ
い
ま

月
に
結
果
を
公
表
す
る
。
質
問
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
も
ら

票
は
岩
手
県
の
陸
前
高
田
市
、
う
。
調
査
に
は
河
北
新
報
社
も

大
槌
町
を
含
む
3
市
町
計
約
3

協
力
し
て
い
る
。
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:袴]（右）と坂口さん＝石巻市門脇町
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